
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は受給期間中に日本語上級レベルの勉強だけでなく、国際学や理論社会
学、比較文化など幅広い分野の知識を勉強しました。 
 
 社会のプロセスを社会科学の標準的な用語系で理解し、記述することができ
るようになりました。そして、そのプロセスを数学的な概念を用いて理解し、
記述することもできるようになり、数学的に導かれた結論を再び社会科学の用
語系によって理解し、記述することができるようになりました。ほかにも日本
と中華圏（中国、台湾、香港、マカオ、シンガポール等）の文化を相互に比較
考察し、異文化理解を図ることを目指しながら、同時に各国・地域の言語、歴
史、政治、経済などの概況についても理解し、各々の社会で生きる人々の情感
を体感してきました。 
 
 また、日本語の就職促進プログラムを参加することで、現在の日本企業が求
める人材や就職活動にまつわる具体的な内容に触れることができました。講座
を受講する際に自己分析や模擬面接、企業考察などを講師の方々に指導しても
らいながら実際に体験して、日本での就職活動に向けてどのように準備すれば
よいのか、さらにどの程度まで能力を磨き上げなければならないかはっきり分
かるようになりました。この講座は自分がまだ欠けている部分を知ることがで
きて、非常に有意義かつ充実な時間でした。 
 
 今後の進路としては、日本語レベルをさらに磨き上げてビジネスレベルまで
到達するのが目標です。ビジネス日本語能力テストを受け、この一年間で最終
的に J1+レベルに合格したいです。そして、卒業に向けて研究テーマである
「中国の高齢者問題とあり方」についてさらに資料や文献を集めて卒業論文を
完成するつもりです。 
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